
＜４＞

新春のつどい新春のつどい
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①
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
○
○

②
今
月
の
―
―
達
成

③
高
血
圧
な
の
で
お
に
ぎ
り
は

―
―
味
に

④
双
六
の
目
で
「
丁
」
の
対

⑤
手
紙
を
入
れ
る
袋

⑥
敗
者
の
対

⑧
鼻
の
長
い
大
型
哺
乳
類

⑩
要
点
。
法
案
の
―
―

⑪
農
業
協
同
組
合
の
略

⑬
元
気
。
―
―
を
養
う

⑯
姓
名
の
姓

⑱
薬
と
し
て
使
う
。
―
―
石
鹸

⑳
乾
季
の
対

㉒
テ
レ
ビ
番
組
を
―
―
す
る

㉔
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
名
著
「
○
○

の
起
源
」

㉕
グ
ラ
フ
の
ｘ
○
○
と
ｙ
○
○

①
知
能
を
駆
使
し
た
犯
罪

⑤
旋
律
。
○
○
回
し

⑦
Ｍ
寸
よ
り
大
き
め
で
す

⑧
金
品
を
贈
る
こ
と
。
―
―
税

⑨
ま
じ
め
の
略
。
○
○
か
よ

⑩
口
さ
き
。
―
―
で
伝
え
る

⑫
む
せ
び
泣
き

⑭
十
二
支
の
第
二

⑮
○
○
の
親
。
○
○
の
苦
し
み

⑰
―
―
の
不
養
生

タ
テ
の
キ
ー
♡

ヨ
コ
の
キ
ー
♢

【解　答】

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

クロス
ワード 11月号の解答と当選者

答え＝教育にカネ出さず口出し

当　選　者当　選　者
谷山　和央（中央図書館）
和田　　真（南部流域下水道事務所）
西川　　信（用地室）
平尾　元志（統計課）
山本　陽一（南河内府税事務所）

　

多
く
の
府
民
や
国
民
が

「
今
の
政
治
を
変
え
て
欲
し

い
」
と
切
に
願
っ
て
い
る
。

そ
の
思
い
に
乗
じ
て
ウ
ソ
と

誤
魔
化
し
で
票
を
掠
め
取
っ

た
橋
下
・
維
新
の
会
。

　
「
独
裁
許
す
な
」の
共
同
が

広
が
る
中
、
法
定
ビ
ラ
に
は

こ
れ
ま
で
と
１
８
０
度
違
う

こ
と
さ
え
書
か
れ
た
。
選
挙

で
勝
ち
さ
え
す
れ
ば
、
あ
と

は
何
で
も
「
民
意
」
と
し
て

強
行
す
る
の
が
独
裁
者
。
独

裁
体
制
つ
く
り
の
第
一
歩
と

さ
れ
る
教
育
・
職
員
基
本
条

例
を
許
さ
な
い
共
同
の
た
た

か
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

毎
日
の
買
い
物
か
ら

商
品
の
価
値
を
考
え
る

　

す
し
屋
で
か
っ
ぱ
巻
き
二

本
を
３
０
０
円
で
、
文
具
店

で
ノ
ー
ト
一
冊
を
１
５
０
円

で
買
っ
た
。

　

か
っ
ぱ
巻
き
は
、
空
腹
を

満
た
し
、
ノ
ー
ト
は
記
録
す

る
と
い
う
欲
求
を
満
た
す
。

そ
れ
ぞ
れ
役
割
（
使
用
価

値
）
は
違
う
の
に
、
そ
れ
ぞ

れ
に
価
格
（
交
換
価
値
）
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
日
頃
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
繰
り
返

す
買
い
物
の
中
か
ら
も
発
見

が
あ
る
。

　

か
っ
ぱ
巻
き
を
今
回
は
パ

ー
ト
さ
ん
が
巻
い
た
。
前
は

す
し
職
人
が
巻
い
た
。
出
来

上
が
り
に
違
い
が
あ
っ
た

が
、
ど
っ
ち
も
二
本
３
０
０

円
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
文

句
を
言
う
客
を
見
た
こ
と
は

な
い
。

販
売
価
格
は
同
じ
な
の
に

働
く
者
の
賃
金
に
格
差

　

と
こ
ろ
が
、
パ
ー
ト
さ
ん

と
職
人
の
賃
金
は
違
う
。
な

ぜ
だ
ろ
う
（
こ
れ
は
今
後
考

え
て
み
よ
う
）。

　

か
っ
ぱ
巻
き
と
ノ
ー
ト
に

至
っ
て
は
、
使
用
価
値
も
製

造
過
程
（
具
体
的
労
働
）
も

違
う
の
に
、
か
っ
ぱ
巻
き
一

本
と
ノ
ー
ト
一
冊
が
同
じ
価

格
。
み
ん
な
が
こ
の
価
格
で

納
得
し
て
買
う
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
。

　

使
用
価
値
や
具
体
的
労
働

が
違
っ
て
も
、
ど
の
商
品
に

も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
人
間
労
働
（
抽
象

的
労
働
）
に
よ
る
生
産
物
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

共
通
す
る
労
働
の
量
が
交
換

価
値
を
決
め
る
尺
度
に
な
っ

て
い
る
の
だ
。

社
会
的
に
必
要
な
労
働
量

平
均
的
労
働
時
間
が
尺
度

　

か
っ
ぱ
巻
き
の
例
で
、
も

う
少
し
考
え
て
み
よ
う
。
パ

ー
ト
さ
ん
よ
り
も
職
人
が
巻

い
た
ほ
う
が
、
一
般
的
に
質

も
良
く
製
造
時
間
も
短
い
。

　

単
純
に
労
働
の
量
で
決
ま

る
の
な
ら
、
職
人
よ
り
も
時

間
が
長
く
か
か
っ
た
パ
ー
ト

さ
ん
の
か
っ
ぱ
巻
き
の
ほ
う

が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
誰
も

納
得
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ

で
、
マ
ル
ク
ス
は
い
う

（『
資
本
論
』
第
一
章
第
一

節
）。

　

だ
か
ら
、
あ
る
使
用
価
値

の
価
値
量
を
き
め
る
の
は
、

た
だ
社
会
的
に
必
要
な
労
働

の
量
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
使

用
価
値
の
生
産
に
社
会
的
に

必
要
な
労
働
時
間
で
あ
る
。

　

橋
下
・
維
新
の
会
が
競
争

を
煽
り
、
条
例
で
人
間
を
序

列
化
・
排
除
し
よ
う
と
す
る

企
み
は
、
人
間
が
平
等
で
あ

る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の

だ
。

「
蟹
工
船
―

「
蟹
工
船
―
2121
世
紀
丸
」物
語

世
紀
丸
」物
語
22　
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す
べ
て
の
人
間
も
人
間
労
働
も
平
等
！

大
阪
府
職
労
執
行
委
員　

大
阪
府
職
労
執
行
委
員　

小
山　

国
治

小
山　

国
治

応　　募　府職労本部まで
締め切り　12月22日（木）　

　正解者の中から抽選で５人の方に図書カード（1000円分）を
進呈します。①解答②お名前③支部分会職場名④最近のできご
とやメッセージを書いて、府職労本部まで、届けて下さい（は
がき、メールやファックスも可）。当選者は、次の１日号で発
表します。メッセージは、つぶやきに採用させていただくこと
がありますので、匿名希望の方は、その旨お書き添え下さい。

　カギを解き、二重ワクに入る文
字をアルファベット順に並べてで
きる言葉は何でしょう。

クロスワードクイズクロスワードクイズ

⑲
―
―
乱
舞
す
る

㉑
有
罪
。
判
決
は
○
○
と
出
た

㉓
陰
気
の
対

㉔
三
度
の
―
―
を
規
則
正
し
く

㉖
○
○
よ
り
育
ち

㉗
外
国
で
一
定
期
間
、
勉
学

図は、平野喜一郎著『入門講座「資本論」
を学ぶ人のために』から　　　　　　　　

　

11
月
な
の
に
こ
の
気
温
。
地

球
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し

ょ
う
？

　

保
健
所
支
部

 

梶
村
の
り
子
さ
ん

　

松
原
マ
ル
シ
ェ
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
見
て
き
ま
し
た
。
天
気

が
よ
く
快
適
、
活
気
も
あ
っ
て

楽
し
か
っ
た
。

　

ペ
ン
ネ
ー
ム

 

キ
ャ
ベ
ツ
さ
ん

　

市
民
農
園
で
大
根
が
な
り
ま

し
た
。

　

土
木
現
場
支
部

 

岡
田
敏
男
さ
ん

読
者
の

読
者
の

　

つ
ぶ
や
き

　

つ
ぶ
や
き

府職労府職労 のご案内のご案内定例法律相談定例法律相談
顧問弁護士 城塚健之 先生

１月10日（火）午後２時～４時
　府職労では、毎年６回、顧問弁護士による定例無料法律相
談を実施しています。毎年１・３・５・７・９・11月の第２
火曜日を予定しています。
　１回、１人30分、４名をメドとしています。
◉相談の申し込みは、１月６日（金）午前中までに
　電話（06－6941－3079）で府職労本部福祉法制部まで
　申し込んで下さい。
＊なお当日は、相談時間の10分前には、府職労本部書記局ま
でお越しください。

おはなしと紙芝居
　佐治 麻希さん（静岡県 妙蔵寺住職）
＊参加費無料、どなたでもご自由にご参加ください。

2012年１月６日（金） 18時45分より
新別館北館４階 多目的ホール

　静岡県伊豆市在住の佐治麻希さん（24歳）、実家がお寺の一人娘
です。麻希さんは、小学６年生の頃から12年に渡って紙芝居の読み
語りを続けています。
　広島原爆の犠牲になり、12歳で亡くなった少女（佐々木禎子さ
ん）を題材に、麻希さんは小学６年生の時に紙芝居を作りました。
お寺での読み語りから始まった紙芝居の活動は、全国各地にまで広
がり、今では250回以上にもなっています。
　そして今年５月、NPT再検討会議にも参加し、原爆を投下した
国、アメリカで紙芝居を披露しました。

府職労2012


